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 日（太陽）・彡（陽光）・丁
トウ

 

チョウ 

太陽の光のふりそそぐこと。 

トウ→チョウ→ヂョウ 

ショウ→ジョウ 

① 日があたる 

② 日あたりがよい 

③ 長
チョウ

（仮借） 

         ながい 

湯
ト ウ

 ① ためた水に日
、
があたる 

→日なた水（湯の本義） 

→ゆ 例 銭湯・薬湯・湯治 

注 昔は今のように火が自由ではなかったから、太陽光線を

大いに利用したものであろう。 

陽
ヨウ

 ② 日あたりの良い崖
がけ

（阝） 

→南面した斜面（山の南側） 例 山陽 

→あたたかい 例 陽春 

→あかるい 例 陽気 

→日 例 太陽・陽光 

注 中国山脈の南側を山陽地方というのは、よく陽の本義を

用いている。 

場
ジョウ

 ② 日あたりの良い土地 

→よいところ（場の本義） 

→ところ 例 牧場・工場・農場・戦場 

注 場
ジョウ

は呉音。漢音はチョウ。今漢音で読む語はない。農場

は、農事をするのに“よい所”の意味、また日あたりのよい所と

考えることもできる。 

×暢
チョウ

 ③ 申は伸の本字。長
、
く引き伸ばす 

→のびる 例 暢達（伸び育つ） 

→のびのび 例 流暢・暢達（文章や言語がのびのびとしていて

意味がよわかること） 

注 申は で、両手で棒を引きのばす形。“もうす”の意に仮借

されたので、伸の字が作られた。 

昜
ト ウ

 
チョウ ] →ヨウ 
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腸
チョウ

 ③ 人体の中で最も長
、
くのびのびとしている部分は？ 

→はらわた 例 大腸・小腸 

傷
ショウ

 △ は の略。日にあたるのではなくて、矢にあたること。

傷は人が矢にあたること 

→きず 例 負傷・重傷 

注 傷は本来矢きずであるが、刀きずは創、槍きずは瘡
ソウ

、切り

きずは痍
イ

。 

問1 次のことばの意味を考えよ。 

 一、河陽 二、流暢 三、断腸 四、傷痍軍人 

                                   
1答 一、山は南側が日あたりが良いが、川の場合はその北側が日あ

たりが良い。河陽は川の北側を言う。唐の都で名高い洛陽は、洛水の

北側にあるので、この名がある。 二、熟語編参照。 三、訓読では腸

を断つと読む。非常に悲しい思いを言う。 四、軍人の受ける傷は鉄

砲玉によるものか、切り傷である。前者は矢きずの傷でこれを表わし

ている。痍は、切りきず。戦傷を受けた軍人を巧みに表わしたことば

である。 

 

参考  漢音・呉音・唐音 

 漢音は、漢字の最も代表的な字音である。わが国が、中国と正

式に国交を結ぶようになって、唐の国都長安の標準的な発音を取

り入れ、以後漢字の代表的な標準音となったものである。京
ケイ

・丁
テイ

・

明
メイ

・行
コウ

という発音がこれである。 

 呉音は、それ以前、仏典などとともに、中国の南部地方（呉と呼

ばれる）からはいってきた音で、京
キョウ

・丁
チョウ

・明
ミョウ

・行
ギョウ

という発音がこれ

である。仏教に関係あることばが多く、古くから親しんでいるため

訓のように感ぜられるものもある。絵
カイ

は漢音だが、絵
エ

は呉音で、こ

れなど字訓と誤られることが多い。 

 唐音は、唐よりずっとのち、明
ミン

・清
シン

時代の音であるが、これを唐音

と言うのは、中国人のことを唐人と呼んでいたためである。京
キン

・丁
チン

・

明
ミン

・行
アン

という発音がこれである。 


